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1

地域
型事
業コー
ス

まちづくり
の推進

松葉町第1自治会 交付

事業名：松葉町第1自治会創立50周年記念誌の発行
○事業概要
　　北広島団地は、札幌市の住宅不足に対応するとともに、札幌圏の人口、産業を計画的に配置するため
真駒内団地、大麻団地に引き続き第3の大規模な団地として開発された。その北広島団地の中でも当自治
会創立の基盤となる松葉町は開設以来50余年が経過し、住民の高齢化・少子化が進み、また子供たちが
通っていた小中学校の統廃合、ショッピングセンターの閉鎖など、現在の日本の地方都市や田舎が抱える
問題が、早い時期からこの団地でも起きていた。殺し、松葉町第1自治会は創立50周年を迎え、これを機に
50年の歩みを記録することで先人をしのび、いかにしてまちづくりを行ってきたか調査し、これからのまちづ
くりに生かし、今後の自治会運営の参考とする。これにより住民間の一体感を橋梁氏、一層の親睦を図る。
●実施方法
　編集委員会を設置し、自治会50周年記念誌を編纂する。
１）編集委員会メンバー：編集委員長、編集委員（5名）
２）各種資料の収集
団地の写真、会報等の資料、住民の回想（インタビューをして文字起こし）、住民の投稿（含小中学生・高校
生）、団地の主な歴史、資料（人口動態、歴代役員名など）、その他
３）記念誌の公開
a）自治会ホームページに掲載する。
b）ダイジェスト版の発行（紙印刷）、全世帯に配布

98,000 49,000 49,000

令和6年度公益活動事業補助金　交付決定内容

業名：青葉町二丁目自治会　50周年記念事業（記念誌発行事業）
○事業概要
　当自治会は、昭和４９年３月の発足から５０年の節目を迎えます。発足２年目には、団地内遊歩道を活用
した自治会ハイキングを企画し、その模様が市広報に掲載され、自主的な自治会活動の模範となりまし
た。住宅用火災警報器の設置義務化においては、会員の意識啓発に努め、全世帯への設置を早期に進
めました。さらには、「安心カード」の普及に取り組み、全世帯にカードを配付して、市消防本部から「迅速な
救急活動につながる」と期待されるなど、他自治会活動の先駆けになる事業を進めてきました。
　現在は、７９戸の自治会員とともに、清掃活動や花植え、災害時手助けマップ（※）の作成による災害へ
の備えのほか、町内会だよりを通じた市政の広報などの活動より、「自助」「共助」「公助」の意識醸成に努
めています。
しかしながら、会員の高齢化やスマホの普及などにより、活動の担い手不足や会員同士（特に高齢世代と
若年世代）の交流の希薄化が進行するなど、持続可能な自治会運営に不安の影を落としています。
　こうした課題に対応するために、５０周年記念事業では①記念植樹事業と②記念誌発行事業の２つに取
り組みます。①の記念植樹事業では、樹木とともに成長する将来世代の思い出となる場所づくりを通じて、
地域への愛着形成や自治会活動への関心の喚起につなげます。また、②の記念誌発行事業では、５０年
の自治会活動の歴史を保存し、祝賀会で配付・発信しながらその足跡を振り返るとともに、これからの自治
会の在り方について世代間で価値観を共有するなど「共生」の気持ちの醸成を図ります。
　以上将来への財産となる活動を計画していますが、補助申請は、②の記念誌発行事業について行いま
す。
※災害時手助けマップ：災害時に特定の会員がどのような助けを必要とするかを会員内で共有するための
マップ
●実施方法
記念誌発行事業は、５０周年記念誌の発行と記念祝賀会を行う事業です。
記念誌作成は、役員を中心に編集委員会を組織し内容検討後、自前で印刷製本を行います。
特に、記念誌の内容では、これまでの５０年の歴史を保存するのみならず、これからの自治会や地域の在
り方について会員から意見や抱負を聴取し、記念誌上にまとめるとともに、記念祝賀会における交流の場
で、披露・配付し地域の将来像を共有することにより、将来の担い手育成につなげます。
さらに、５０周年を記念した贈呈品では、防災意識のさらなる向上を狙い、「非常用・災害用トイレ」の全戸
配付を通じて災害への備えを推進します。
・５０周年記念誌
発行予定日：10月下旬
配付対象　：全会員（79戸）
・記念祝賀会
開催日時：10月下旬
会場　　：第２住区住民集会所
参集範囲：全会員（79戸）
・記念品　非常用・災害用トイレ　全会員（79戸）配付

交付 307,440 55,000 55,0002
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青葉町二丁目自治会


